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2013年度. 2014年度では.大きく分けて. (1) 呂々
の授業等における実践及び事例検討. (2)学習会の間
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平成25年度は 2年生 2名， 3年生 3名， 4年生 l名，
5年生 3名が在籍した。 9名I宇13名はリハビリを自的と












































My Script Calculator 
イコールカード. iPad，スタイラスペン
①対象児について
児童A (図 1) 小学3年生女児。脳性麻庫。


































iPadアプリ IMyScript Calculator Jを使用した。こ
のアプリは，手書きにより数字や記号を入力していくこ
とができ. rご(イコール)Jを書き込むことで自動的に






















使用アプリ:Jota+ (Android)， iTEXT Pad (iOS) 




児童B (図 3) 小学 3年生男児。脳性麻時。
¥̂liSC冊目 VIQ : 63 PIQ: 40 FIQ: 47 


















































































児童 C (図 6) 小学 2 年生女児。脳室間四 I~l 質軟化
症 (PVL)0 




















































































































































PC EPSON Endeavor NJ3500 
OS Windows7 
入力機器 Kinect fot Windows 
ソフトウェア OAKPro 
スライドの提示 Microsoft PowerPoint 2013 
3. 指導経過
( 1 )セッション 1回目
①実態把握とフィッテインク
対象JEは座位保持椅子に座った状態で，そこに正対す
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